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１．事業の目的 

本市の学校図書館システムは、平成 19(2007)年度より導入され、平成 21(2009)年５月には市

内全小・中学校の学校図書館における貸出・返却業務や蔵書管理の電算化を実現した。このシ

ステム稼働及びその後の更新により、各学校図書館をネットワークで結んで一括管理できるよ

うになり、図書事務の効率化と児童生徒の読書環境の向上を図ることが可能となった。令和８

(2026)年４月現在では、市内小学校 23校・中学校 10校・義務教育学校１校で学校図書館システ

ムを運用しているところである。 

今般、学校図書館を運営する教職員等のさらなる作業負荷軽減と、システム運用・保守コス

トの低減を図る必要がある。さらに、国が推進する「GIGA スクール構想」により、児童生徒の

１人１台端末やネットワーク環境等のデジタル学習基盤が整備され、教育 DX が急速に進展して

いる。学校図書館においても、これらの環境を前提とし、児童生徒の主体的・探究的な学習活

動に対する適切かつ積極的な資料・情報提供を実現することが求められている。 

本依頼書は、最新の ICT技術や専門的なノウハウを活用し、誰もが操作しやすく長期継続利用

が可能なシステムの導入及び現行の運用課題の解決を図るとともに、GIGA スクール構想下での

より効率的な学校図書業務の遂行と学習支援の充実を実現することを目的として、公募型プロ

ポーザル方式によるシステム調達を行い、企画提案を求めるものである。 

本事業において導入するシステムは、原則としてクラウドサービス(SaaS)として提供される

ものを前提とし、その特性を活かし、利用者の権限に応じた柔軟かつ安全な情報活用を実現す

ることを目的とする。 

 

２．用語の定義 
本依頼書において使用する主な用語の定義は、以下のとおりとする。 

なお、詳細な要件については、別途提示するシステム要件書による。 

(１)学習者用端末 

児童生徒が学習活動に利用する１人１台配備端末をいう。 

(２)校務用端末 

教職員が校務処理に利用する端末をいう。 

(３)管理用端末 

本システムの運用管理のために使用する端末をいう。 

(４)教育系ネットワーク 

本依頼書において学習者用端末及び校務用端末が接続されるネットワークをいう。 

 

３．事業の概要 

(１)件名 

今回の事業は、「小山市学校図書館新システム導入事業」(以下「本事業」という。)とす

る。 

(２)対象業務 

学校図書館新システムの対象業務は「表３．１ 対象業務一覧」のとおりとする。 
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表３．１ 対象業務一覧 

業務名 機能概要 

利用者サービス業務 児童生徒に対する図書の貸出・返却等を行う。 

・貸出、返却 

・予約 

・図書検索 

図書委員を務める児童生徒が行う業務を支援する。 

・貸出利用情報 

・督促通知 

・予約連絡 

学校図書館管理業務 教職員等が行う図書の管理業務を支援する。 

・貸出、返却 

・利用者管理 

・資料管理 

・発注・受入 

・統計 

・システム設定 

 

(３)システム利用形態 

本システムは、利用者区分及び利用端末に応じて、利用可能な機能及び閲覧可能な情報を適

切に制御するものとする。 

また、利用者の権限に基づくアクセス制御により、個人情報の適切な保護を図るものとする。 

① 児童生徒 

学習者用端末から利用するものとし、図書検索、読書活動支援に関する情報の閲覧等を

行うことができる機能に限定する。 

② 教職員 

校務用端末から利用するものとし、図書検索、資料情報の閲覧に加え、業務に必要な範

囲で利用者情報等の閲覧が可能とする。 

③ 管理者 

管理用端末から利用するものとし、貸出・返却、利用者管理、資料管理、統計処理、進

級処理等の運用管理機能を利用可能とする。 

(４)システム構成概要 

本システムの構成及び調達対象範囲は、「図３．１ 本システムの構成及び調達対象範囲の

概要」のとおりとする。 

なお、破線で示す範囲を本事業における調達対象範囲とする。 
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図３．１ 本システムの構成及び調達範囲の概要 

 
 

４．調達及び契約 

(１)調達方法 

本事業の調達方法は、簡易公募型プロポーザル方式とする。 

(２)事業期間 

本事業の導入業務(構築、データ移行等)に係る期間は、契約締結日から令和９(2027)年 

３月 31 日までとする。 

(３)提案上限額 

提案上限額は、182,000,000 円(消費税及び地方消費税を含む)とする。 

※本上限額には、システム導入費用、管理用端末及び周辺機器の取得価額、クラウドサー

ビス利用料、運営支援及び保守費用を含む。 

※提案上限価格は予定価格を示すものではなく、企画内容の規模を示すものである。要求

水準に合わせ、「最小の経費で最大の効果」を実現できる提案を求める。 

(４)契約形態・契約期間・支払方法 

本事業の契約形態・期間・支払方法は、以下の構成を基本とする。 

①導入一時費用（システム構築、ハードウェア・ソフトウェア調達） 

賃貸借契約とし、リース会社と契約を行うものとする。リース会社については本市で

別途選考を行う。 

賃貸借期間は、令和９（2027）年４月１日から令和 14（2032）年３月 31 日までの 60

か月（5年）とし、月額均等払いとする。 

②システム運用業務（システム保守・運用支援） 

業務委託契約とし、本事業を受託した提案事業者と契約を行うものとする。 

業務委託期間は、令和９（2027）年４月１日から令和 14（2032）年３月 31 日までとす

る。 
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支払いは、契約期間において年額にて支払うものとし、各年度終了後の翌月に一括し

て支払うものとする。最終年度については、契約終了月の翌月に一括して支払うものと

する。 

ただし、提案内容その他合理的な理由により、年額一括払いによらない支払方法とす

る場合は、本市と協議の上で決定するものとする。 

(５)契約内容交渉 

優先交渉権者と本事業に係る契約条件を検討する。 

① 交渉期間 

令和８(2026)年９月２日(水)～８日(火) 

② 交渉内容 

・本事業に係る仕様等 

・構築スケジュール 

・プロジェクト管理体制 

・ハードウェア・ソフトウェア構成 

・システム運用保守 

・システム導入一時費用・システム利用料・運用支援・保守費用 

(６)知的財産権の取扱い 

本業務により作成された成果物の著作権の取扱いについては、原則として本市に帰属する

ものとするが、詳細は契約時に協議の上、定めるものとする。 

なお、提案事業者が従前から保有する技術、パッケージソフトウェア等については提案事

業者に帰属するものとし、本市は本業務の範囲内において継続して利用できるものとする。 

 

５．参加資格要件 

企画提案依頼に参加する提案事業者は、次の参加資格要件を満たすこと。 

 

(１)地方自治法施行令(昭和 22年政令第 16号)第 167条の 4に規定する入札参加の資格制限に該当

しない者であること。 

(２)会社更生法(平成 14年法律第 154号)に基づく申立て、民事再生法(平成 11年法律第 225号)に

基づく申立てがなされていない者であること。 

(３)本事業の参加申込書類の提出期限日から契約締結日の期間において、国又は地方公共団体か

ら指名停止措置を受けていない者であること。 

(４)公租公課に滞納がないこと。 

(５)暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第 77 号)に規定する暴力団又

は暴力団員等と密接な関係を有しないこと。 

(６)令和７・８年度小山市物品購入等入札参加有資格者に登録されていること。ただし、現在、

未登録の場合には、企画提案書を提出するまでに小山市契約検査課で実施する随時受付にて

審査申請を行い、受付されていること。 

(７)提案事業者自身又は本事業に関与する提案事業者が、ISO/IEC27001 に基づく ISMS 認証、又は

プライバシーマークを取得していること。 

(８)本システムで利用するクラウドサービスが、ISMS 認証等の情報セキュリティに関する認証を

取得していること。 
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(９ )本システムを提供するクラウドサービスが利用するデータセンターについては、

ISO/IEC27001 に基づく ISMS 認証、又はこれと同等の情報セキュリティ認証を取得しているこ

と。 

(10)本市と同規模の地方公共団体又は同等規模の組織において、過去 10 年以内に本事業と同等の

業務の実績を有する者であること。契約者でない場合においては、作業主体としての実績が

確認できれば可とする。なお、本事業を共同で提案する場合は、上記実績の有無はいずれか

の提案事業者の実績をもって可とする。 

 

６．企画提案選考方法 

(１)選考組織 

本事業に関する選考を行う組織は、「表６．１ 選考組織」とする。 

 

表６．１ 選考組織 

選考組織 審査対象 

学校図書館新システム導入検討会議作業部会 ・企画提案書 

・システム機能要件書兼回答書 

・提案見積書 

学校図書館新システム導入検討会議 ・プレゼンテーション 

・デモンストレーション 

・書類審査結果 

 

(２)選考スケジュール 

システム選考に関するスケジュールは、「表６．２ システム選考スケジュール」のとお

りとする。なお、プレゼンテーション・デモンストレーション以降のスケジュールは、本依

頼書配布時点の予定であり、今後変更する場合がある。 

 

表６．２ システム選考スケジュール 

イベント 日時 

企画提案依頼の通知 令和８(2026)年７月９日(木) 

参加申込書類の提出期限 令和８(2026)年７月 23日(木)正午まで 

企画提案依頼に関する質問書の提出期限 令和８(2026)年７月 23日(木)正午まで 

質問に対する回答期限 原則として随時回答 

最終回答期限： 

令和８(2026)年７月 28日(火) 

提案辞退の提出期限 令和８(2026)年８月５日(水)15時まで 

企画提案書・見積書の提出期限 令和８(2026)年８月７日(金)正午まで 

プレゼンテーション・デモンストレーション

の実施(予定) 

令和８(2026)年８月 25日(火) 

企画提案書・プレゼンテーション・デモンス

トレーション等に関する本市からの質問に対

する提案事業者からの回答期限(予定) 

令和８(2026)年８月 31日(月) 
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選考結果(優先交渉権者の決定)の通知(予定) 令和８(2026)年９月１日(火) 

契約内容交渉(予定) 令和８(2026)年９月２日(水)から 

９月８日(火)まで 

契約締結(予定) 令和８(2026)年 11月下旬 

 

(３)企画提案に関する提供資料 

担当部署は、「表６．３ 提供資料」のとおり、ホームページに掲載する資料(Ａ)と参加

申込をした提案事業者に送付する資料(Ｂ)を提供する。 

 

表６．３ 提供資料 

提供資料 資料名 提供方法 

(Ａ) ・企画提案依頼書(本資料) 

・提出書類様式一式 

① 参加意思確認書(様式１) 

② 参加意志確認書（共同企業体用）（様式２） 

③ 企業詳細(様式３) 

④ 秘密保持誓約書(様式４) 

⑤ 実績調書(様式５) 

⑥ 指名停止を受けていない旨の申出書(様式６) 

⑦ 公租公課において滞納のない旨の申出書(様式７) 

⑧ 共同受託企業確認書(様式８) 

⑨ 提案辞退届(様式９) 

⑩ 質問書(様式 10) 

⑪ 企画提案書提出添書(様式 11) 

⑫ プロジェクト要員名簿(様式 12) 

⑬ 提案見積書(様式 13) 

⑭ 提案見積書詳細(様式 14) 

小山市ホー

ムページに

データを掲

載する。 

(Ｂ) ① システム要件書 

② システム機能要件書兼回答書 

③ 移行対象一覧 

④ 学校図書館システム機器設置場所・端末台数等一覧 

参加申込を

した提案事

業者の担当

者宛てに提

供する。 

(４)参加申込 

企画提案依頼に参加する提案事業者は、「表６．４ 企画提案参加申込」のとおり参加申

込書類を提出すること。 

 

表６．４ 企画提案参加申込 

項目 内容 

提出期限 令和８(2026)年７月 23日(木)正午まで 
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提出書類 

① 参加意思確認書（単独の場合：様式１、共同の場合：様式２） 

② 企業詳細(様式３) 

③ 秘密保持誓約書(様式４) 

④ 実績調書(様式５) 

⑤ 指名停止を受けていない旨の申出書(様式６) 

⑥ 公租公課において滞納のない旨の申出書(様式７) 

⑦ 共同受託企業確認書(様式８) （必要な場合、１社につき１枚） 

提出方法 
電子メールで送付 

 ※押印が必要な様式はスキャンして添付 

提出先 「12．問合せ・提出先」まで 

受領確認方法 

・担当部署は、電子メールを受け取り次第、提案事業者宛てに受付完

了のメールを送付する。 

・提案事業者は、メール送信後、１日以上受付完了メールが届かない

場合は、電話にて申し出ること。 

 

(５)企画提案の辞退 

参加申込書類の提出後に辞退する場合は、「表６．５ 提案辞退届の提出」のとおり行う

こと。 

辞退する提案事業者は、企画提案依頼書、システム要件書等の本市が提示した資料及び複

写した資料は、破棄すること。また、今回の企画提案依頼にて知り得た情報を他の提案等に

利用してはならない。 

企画提案書の提出期限までに提出がない場合は、参加を辞退したものとみなす。なお、辞

退したことを理由に今後の選考等において不利益な取り扱いを行うことはない。 

 

表６．５ 提案辞退届の提出 

項目 内容 

提出期限 令和８(2026)年８月５日(水)15 時まで 

提出書類 提案辞退届(様式９) 

提出方法 電子メール 

提出先 「12．問合せ・提出先」まで 

受領確認方法 ・担当部署は、電子メールを受け取り次第、受付完了のメー

ルを送付する。 

・提案事業者は、メール送信後、１日以上受付完了メールが

届かない場合は、電話にて申し出ること。 

 

(６)質問受付及び回答 

① 質問の受付 

質問がある場合は、「表６．６．１ 質問の受付」のとおり行うこと。 
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表６．６．１ 質問の受付 

項目 内容 

質問の受付期間 令和８(2026)年７月９日(木)午前９時 30分から 

令和８(2026)年７月 23日(木)正午まで 

提出書類 質問書(様式 10) 

提出方法 電子メール 

提出先 「12．問合せ・提出先」まで 

受付確認 ・担当部署は、電子メールを受け取り次第、受付完了のメールを

送付する。 

・提案事業者は、メール送信後、１日以上受付完了メールが届か

ない場合は、電話にて申し出ること。 

 

② 質問の回答 

質問に対する回答は、「表６．６．２ 質問の回答」のとおり行う。 

 

表６．６．２ 質問の回答 

項目 内容 

質問の回答期限 令和８(2026)年７月 28日(火)午後４時 30分まで 

回答方法 電子メール 

回答先 ・参加申込書類の提出があった提案事業者へ回答する。 

(提案辞退届の提出があった提案事業者は除く) 

・担当部署は、参加申込書(様式１)に記載された連絡先へ電子メ

ールを送信する。 

備考 ・同趣旨の質問が複数あった場合には、まとめて回答する。 

・質問者の名称等については公表しない。 

・評価に関する質問については回答しない。 

・質疑応答事項は、企画提案依頼書の追記事項として取り扱う。 

 

(７)企画提案書の提出 

企画提案書等の提出は、「表６．７ 企画提案書等の提出」のとおり行うこと。 

 

表６．７ 企画提案書等の提出 

項目 内容 

提出期限 令和８(2026)年８月７日(金)正午まで 

提出書類 

① 企画提案書添書(様式 11) 

② 企画提案書 

③ システム機能要件書兼回答書 

④ プロジェクト要員名簿(様式 12) 

⑤ 提案見積書(様式 13) 

⑥ 提案見積詳細(様式 14) 

⑦ 提案事業者の紹介パンフレット、提案パッケージの製品概要

書又は紹介パンフレット等 
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提出部数 

・提出書類①②③④⑤⑥は、書面で正本１部(社判押印あり)・副

本 10 部、電子媒体(CD-R 等)を１部提出すること。電子媒体に

は、CD-Rレーベル面に提案事業者名を記載すること。 

・提出書類①②③④⑤⑥について、電子媒体に格納するデータ

は、原則として次のファイル形式とすること。 

Microsoft Word、Microsoft PowerPoint、Microsoft Excel 

・提出書類②の電子媒体は、正本及び社名等を記載しない副本を

格納すること。 

・電子媒体は、評価の際に、計算・評価コメント等で使用するた

め、PDF形式(必須)及び編集可能形式の両方を提出すること。 

・提出書類⑦は、10 部提出すること。 

システム機能要件書

兼回答書の記入 

 

・各要件について適用方法(実現手段、詳細説明、カスタマイズ

費用)と備考を回答すること。 

・各要件について、制約事項又は前提条件が存在する場合は、該

当欄に具体的に明示すること。 

・「実現手段」欄は、以下の内容から選択すること。 

○：パッケージ標準機能 

●：カスタマイズするが、標準機能として対応(無償カスタ

マイズ) 

□：標準機能にないが、代替機能もしくは運用で対応可能 

□を選択した場合は、具体的な代替手段及び運用内容

を記載すること。 

△：カスタマイズで対応(有償) 

△を選択した場合は、カスタマイズ費用及び保守費へ

の影響を明示すること。 

▲：標準機能になく、カスタマイズでの対応不可だが、ＳＥ

が保守契約内で随時対応 

▲を選択した場合は、対応範囲及び対応方法を記載す

ること。 

×：標準機能になく、カスタマイズでの対応不可 

提出方法 

・郵送、宅配又は持参にて提出すること。 

※郵送又は宅配の場合は、受取日時及び配達されたことが証明で

きる方法とし、提出期限必着とする。 

※持参の場合は、土・日曜日及び祝日を除く平日の午前９時 30

分から午後４時 30分までの間に受け付ける。ただし、8月 7日

（金）については、正午までとする。 

提出先 「12．問合せ・提出先」まで 

関係資料の送付 
参加申込書類を受け取り次第、資料を提案事業者宛てメールで送

付する。 
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７．企画提案書作成要領 

企画提案書は、１社につき１点の提出とする。 

企画提案書は、正本の表紙のみ事業者の社名等会社のわかる名称を記載すること。副本には

社名等会社のわかる名称を記載しないこと。 

その他、以下の要領で作成すること。 

(１)構成 

① 共通 

ア．企画提案書は、表紙、目次、本編で構成すること。 

イ．企画提案書は、Ａ４版の用紙を用い横書き両面で作成すること。なお、図面等補足資

料でＡ３用紙を使用する場合はＡ４版に折り込むこと。 

② 表紙 

表紙は、題名に「小山市学校図書館新システム導入事業に係る企画提案書」と記述し、

以下の事項を明記すること。 

ア．提案事業者の住所、名称、代表者名及び社印 

イ．連絡担当者の所属、氏名及び連絡先(電話番号・電子メールアドレス) 

ウ．提案書の提出日 

③ 目次 

企画提案書は、章、節について目次を作成し、参照先のページ番号を記載すること。 

添付資料がある場合、添付資料として項番号、資料名を記載すること。 

④ 本編 

本編は、以下の点に留意し作成すること。 

ア．専門知識を有しない者にも理解できるよう配慮し、図や表などを適宜使用するなど、

見やすく明確に作成し、専門用語を使用する際は、注釈又は用語集をつけること。 

イ．記述項目に沿わない記述があった場合、その部分の記述に関しては評価対象としない

ため、十分留意すること。 

ウ．企画提案書の記述内容に不整合等があった場合には、本市に有利と思われる記述内容

を正とみなす。 

エ．「システム要件書」の内容は、特に断りが無い場合は実現必須要件であるため、十分

留意すること。 

(２)企画提案書形式 

提案事業者は、以下に示す企画提案書の形式に従い、企画提案書を作成すること。 

① 項目番号の付け方 

「表７．１ 段落書式」に従うこと。なお、この段落書式で不足が生じる場合や資料構

成上で止むを得ない場合は、提案事業者側で適宜設定することも可とする。 

 

表７．１ 段落書式 

段落 表示書式 

章 １ 

節 １．１ 

項 １．１．１ 

以下 (１) 
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  ① 

   ア. 

 

② 枚数 

表紙・目次及び背表紙を含めて、50ページを上限とし、要点を明確に記述すること。 

(企画提案書の別紙を含む。ただし、システム機能要件書兼回答書は除く) 

③ ページ番号 

本編の各ページには、ページ番号を記載すること。 

④ 印刷 

両面印刷で片面を 1 ページとし、割り付け印刷はしないこと。 

⑤ フォント 

文字フォント、文字サイズ、色に規定は設けないが、見やすいものとすること。 

⑥ 既製のソフトウェア製品を利用した提案を行う場合 

製品説明書やパンフレット等を添付すること。なお、企画提案書の枚数には含まれない

ものとする。 

⑦ 事例の取扱い 

事例を挙げる場合は、機密情報及び個人情報の使用に十分に留意すること。 

⑧ 欠格 

所定の書式に従っていないなど、企画提出書類に不備がある場合は、企画提案書を無効

とする場合があるので留意すること。 

 

(３)企画提案書記述項目 

企画提案書は、「表７．２ 企画提案書記述項目一覧」を参照して構成すること。 

 

表７．２ 企画提案書記述項目一覧 

 記述項目 主な内容 

１ 背景及び目的 (１)目的の達成 

(２)課題の解決策 

(３)本市へのコミット 

２ システム概要 (１)システムの構成 

※システム全体の処理が容易にわかるような概略図

(フローチャートなど)を添付すること。 

※操作画面等がわかるように画面一覧を添付するこ

と。 

※印刷機能については、印刷帳票様式、印刷例、帳

票一覧を添付すること。 

※概略図、図面一覧、帳票一覧等は、企画提案書の

ページ数に含まないこととする。 

(２)システムの特徴 

・業務適合性、優位性 

・運用効率、利便性への寄与 

(３)システムの導入実績 

(４)システムのライセンス体系 

・ライセンス体系、利用範囲、制約条件 

・将来拡張時の柔軟性、コスト妥当性 
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３ 機能要件 (１)基本機能要件の対応策 

・本事業における標準機能を活用した対応方法を説明

すること。 

※システム機能要件については、システム機能要件書

兼回答書に記述すること。 

 

(２)システム運用要件への対応策 

・システム全般 

・アクセス環境 

・運用管理環境(管理用端末を含む) 

(３)セキュリティ要件への対応策 

・アクセス制御 

・通信保護 

・データ保護 

(４)利用環境に係る要件への対応策 

① 児童生徒の利用環境 

・シングルサインオンへの対応方法又は同等の利便

性確保に係る対応方法 

・個人情報の取扱い（端末保存の有無等） 

② 管理者及び教職員の利用環境 

・利用者認証 

・一定時間操作がない場合のセッション管理（自動

ログアウト等）方法 

・操作ログの取得及び管理方法 

(５)利用者区分に応じた機能制御要件への対応策 

・利用者区分に応じた機能及び表示情報の制御方法 

・誤操作防止 

・利用者区分に応じた情報管理 

(６)性能及び可用性要件への対応策 

・稼働率 

・レスポンス 

・障害対応 

４ システム規模・性能要件 (１)システム利用要件への対応策 

・システム利用時間 

・システム利用者数(児童生徒数) 

・システム利用環境 

・業務量規模 

(２)システム性能要件への対応策 

・ハードウェア要件 

・周辺機器要件 

５ システム構築要件 (１)プロジェクト管理の考え方 

・プロジェクト計画 

・プロジェクト管理手法 

・プロジェクト体制・要員 

(２)構築スケジュールの考え方 

・作業項目 

・作業分担 

(３)設計・開発・テスト・研修の考え方 

・設計、開発及びテスト方法 
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・研修方法、操作教育 

(４)システム移行の考え方・実施方法 

・データの移行方法 

・データ移行時のリスク低減 

６ システム運用支援要件 (１)運用管理の方法 

・運用体制 

・要員配置及び役割分担 

(２)システム稼働監視・障害管理の方法 

・システム稼働監視及び障害対応体制 

・障害対応 

(３)サービスレベル合意(SLA)の考え方 

・サービス水準 

・サービス水準の管理・改善 

(４)事務引継ぎの考え方 

・事業者間でのデータ及び運用情報の移行 

７ 納入成果物 (１)その他成果物 

・本事業の範囲に対応した納入成果物 

８ その他 (１)その他機能要件への提案 

・追加提案 

※本市からの要件以外で提案事業者が特に有効と考え

る事項がある場合に記載すること。 

・コスト削減 

※要件等の変更により、導入コスト又は運用コストが

削減できる場合は記載すること。 

 

８．システム機能要件書兼回答書の作成要領 

システム機能要件書兼回答書の作成にあたっては、６章「企画提案選考方法」(７)「企画提

案書等の提出」に示す内容に基づき作成すること。 

なお、各要件に対する実現手段及び詳細説明については、提案内容が明確に理解できるよう

具体的に記述すること。 

 

９．提案見積書作成要領 

提案見積書の作成にあたっては、システム要件書等に掲げる条件及び以下の点に留意すること。 

(１)見積様式 

提案見積書(様式 13)、提案見積詳細(様式 14)を使用する。 

(２)見積構成 

本事業に係る見積の積算項目は、「表９．１ 見積項目」とする。 

提案事業者は、費用総額を示すとともに、見積項目別に費用内訳及び見積根拠を示すこ

と。 

見積額は、以下の区分により算出すること。なお、システム利用料は、サービス利用料(ク

ラウドサービス利用料及び外部サービス利用料)により構成されるものとする。 

・システム導入一時費用 

・システム利用料・運用支援・保守費用 

・管理用端末及び周辺機器調達費用 
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表９．１ 見積項目 

積算項目 内容 

《システム導入一時費用》 

１ パッケージ費用 ・学校図書システムを実現するクラウドサービスの初

期導入費用 

２ システム導入支援費用 ・システム構築に係るＳＥ支援費用 

・システム操作研修及び運用研修に係る費用 

３ システム開発費用 

(カスタマイズ費用) 

・パッケージ標準では対応できない機能の追加開発費

用 

４ データ移行費用 ・現行システムからのデータ移行に係る費用 

※移行方式は、現行システムが指定するフォーマッ

トによるデータを取り込むことを前提とする 

５ プロジェクト管理費用 ・システム構築に係るプロジェクトの管理費用 

６ 諸経費 ・プロジェクト運営に必要となる諸経費 

７ その他 ・上記以外に発生する費用 

《システム利用料・運用支援・保守費用》 

８ クラウドサービス利用料 ・システム利用料 

・データ保存 

・バックアップ 

・サービス維持管理 

・バージョンアップ対応 

・サービス提供に必要な基盤及びソフトウェア 

９ 外部サービス利用料 ・サービス提供に必要な外部サービスの利用料 

10 システム運用支援費用 ・問合せ対応、ヘルプデスク、運用サポート費用 

11 その他 ・上記以外に発生する費用 

《管理用端末及び周辺機器調達費用》 

12 端末機器費用 

 

・管理用端末、周辺機器、プリンタ等 

13 端末設定費用 

 

・端末初期設定 

・セキュリティ設定 

14 端末用ソフトウェア費用 ・端末で使用する OS及び必要なソフトウェア 

15 その他 ・上記以外に発生する費用 

 

(３)見積作成要件 

① 費用範囲 

・導入一時費用に関しては、本稼働開始までに必要なすべての費用（カスタマイズ、デー

タ移行等）を含めること。 

② 見積方法 

・作業に関する見積項目は、作業分担を明らかにした WBS単位とすること。 

 例：システム開発費用は、工程別(設計、開発、テスト)など 
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・ハードウェア及びソフトウェア費用は、構成品単位とすること。一式による見積は不可

とする。 

③ クラウドサービス及びセキュリティ 

・本システム利用に必要なセキュリティ及び運用に係る費用は、クラウドサービス利用料

にすべて含めること。 

・管理用端末において利用する Microsoft365（Entra ID 認証基盤）に係るライセンスにつ

いては、その適用を前提とし、費用の取扱いについて提案内容において明示すること。 

④ データ移出及び外部サービス 

・データ移出費用は本見積には含めず、契約終了時に別途契約とすること。 

・TRC MARC（TOOLｉ-S）の使用料については、本市が MARC提供会社と別途契約をする。 

・外部サービスは、MARC 以外に本システムの提供に必要な外部サービスの利用料があれば

記載すること。 

(４)見積対象期間 

システム運用期間は５年とする。システム運用等に係る費用については、令和９(2027)年

４月１日から令和 14(2032)年３月 31 日までの間のシステム運用期間に発生するシステム運

用・保守費用とすること。 

システム運用支援などのＳＥ支援は、提案事業者の他自治体での導入実績を考慮して、

サポート時期により支援内容・支援度が暫時減少していくことに配慮した費用とすること。 

(５)ライフサイクルコスト 

本事業においては、システム運用期間を 10 年と想定し、令和９(2027)年度から令和

18(2036)年度までの間に発生するライフサイクルコストを提示すること。ただし、契約期

間を保証するものではない。 

また、期間途中でハードウェア更新など追加費用が発生する場合、今回導入する同等製

品で更新することを前提にハードウェア製品等の更新費用を明示すること。 

なお、稼動後６年目から 10 年目の費用については、予算計上の参考とするため、精度の

高い見積とすること。 

ライフサイクルコスト(10 年間)は参考資料として提出を求めるが、評価対象外とする。 

(６)次期システム移行費用(本事業終了時の事業引継ぎにかかる費用) 

参考として、本システムの契約期間終了時のデータの移出等の費用を記載すること。 

なお、データの移出は３回(①移行テスト、②移行リハーサル、③本番移行)、対象デー

タはシステムで持っているデータ全てとし、貴社のフォーマットで出力することとして見

積もりをすること。 

(７)追加提案導入・保守費用 

追加提案を採用するにあたり、発生する費用とすること。追加提案分の費用については、

評価対象外とする。 

 

10．評価の実施方法 

企画提案に対する評価は、次に示す手順・方法に従って行うものとする。 

(１)選考方式 

選考方法及び選考基準項目は、「表 10．１ 選考方法及び選考基準項目」のとおりとする。 
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表 10．１ 選考方法及び選考基準項目 

選考方法 選考基準項目 

書類選考 企画提案書 

 システム機能要件書兼回答書の回答 

 見積価格 

面接選考 プレゼンテーション 

 デモンストレーション 

 

次の要件をすべて満たす提案事業者を評価対象とし、その中から総合評価点の数値の最も

高い者を優先交渉権者として選考する。 

 

① 企画提案書の記載内容 

「表７．２ 企画提案書記述項目一覧」における記述項目に対して、企画提案書の記載内容

が要求事項を満たしていること。 

② システム機能要件 

「別紙 システム機能要件書兼回答書」において機能要求レベルが「必須」となっている機

能に対して、回答内容が要求事項を満たしていること。 

③ 見積価格 

提案見積書の価格評価は、導入一時費用、システム利用料・運用支援・保守費用及び管

理用端末及び周辺機器に係る費用を含めたライフサイクルコストの総合計費用で比較する。

総合計費用の税込み見積額は、提案上限額の範囲内であること。 

 

いずれの提案事業者も上記①から③について、明らかに要件を満たしていない場合は、評

価対象外とすることがある。なお、評価項目・配点方法・評価経過等に関する問い合わせに

は応じられない。 

(２)総合評価 

提出された企画提案書等について、予め定めた評価項目、配点に従って評価を実施する。 

要件を全て満たしている提案事業者のうち、総合評価点の数値の最も高い提案事業者を優

先交渉権者として選考する。 

 

(３)システムのプレゼンテーション及びデモンストレーション 

提案事業者に対し、以下の要領にて実施する。 

① 開催日及び場所(予定) 

開催日 ： 令和８(2026)年８月 25日(火) 

場 所 ： 小山市役所 

② プレゼンテーション及びデモンストレーションの順番 

プレゼンテーション及びデモンストレーションの順番は、「表６．４ 企画提案参加申

込」の手続きにより、参加申込書類を提出した順番(電子メールの到着時刻)とする。提案

事業者には、順番が確定次第、通知する。 
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③ 企画提案書のプレゼンテーション 

ア．方法 

提案事業者は、自らの企画提案内容の説明を行う。持ち時間は、プレゼンテーション

及びデモンストレーション 30 分(時間厳守)、その後の質疑応答 15 分の計 45 分以内とす

る。 

プレゼンテーションに使用する資料は、企画提案書あるいは企画提案書に準ずる資料

(提案内容を抜粋あるいは要約したもの)以外の資料の使用は認めない。 

また、説明者は、プロジェクトリーダーとする。その他の詳細は、別途通知する。 

イ．確認事項 

システム導入による目的の達成など本市へのコミット、プロジェクト推進能力を確認

する。 

④ デモンストレーション方法 

提案事業者は、デモンストレーションを行い、適宜質疑応答を実施する。 

デモンストレーションの実施内容は、事前に「システム機能要件書兼回答書」の中から

対象機能を抽出し、事前に通知する。なお、本市環境への導入を想定したデモンストレー

ションを実施し、最新の内容が反映されたシステムで行うこと。 

デモンストレーション依頼内容について、画面を新規に作る必要がある場合は、紙芝居

形式でイメージを提示すること。その他詳細は、別途通知する。 

(４)選考結果 

選考結果は、優先交渉権者決定後、参加申込書(様式１)に記載された連絡先へ電子メール

にて通知する。 

なお、審査の経緯及び審査内容に関しての問合せには応じない。 

 

11．その他 

(１)無効となる提案書類 

企画提案書及び提案見積書等の提案書類が次の条件に一つ以上該当する場合には、審査の

対象から除外するものとする。 

・定められた提出方法、提出先、期限に適合しない提案書類 

・本依頼書で指定する様式及び記載上の留意事項に示された条件に適合しない提案書類 

・記載すべき事項の全部又は一部が記載されていない提案書類 

・虚偽の内容が記載されている提案書類 

・関係者に関する工作等不当な活動を行ったと認められる場合 

・本依頼書に定める手続き以外の方法により、本市及びその関係者に直接、間接に問合わせ

や連絡を求めた場合 

(２)企画提案の参加に関する費用 

・企画提案書等の作成、提出等に要する全ての費用は提案事業者の負担とする。 

(３)手続きにおいて使用する言語及び通貨 

・日本語及び日本国通貨に限定する。 

(４)企画提案に関する書類及び資料の取扱い 

・企画提案書及び提案見積書等の提案書類は、本事業の提案選定以外の目的に無断で使用し

ない。また、提案事業者に返却しない。 
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・企画提案書及び提案見積書等の提案書類は、受理した後に提案事業者による加筆及び修正

は認めない。ただし、本市と提案事業者との協議のうえ変更することがある。 

・企画提案書及び提案見積書等の提案書類に記載された内容は、契約協議の上、本事業の契

約内容に反映するものとする。 

・本事業に関連して提案事業者が本市より受領したすべての資料は、本提案行為にのみ使用

することを許可するものであり、本市の了解なく公表又は目的以外に使用することを禁止

する。 

・本事業に関連して本市より受領した全ての資料及び複写した資料を含めて、本提案行為が

終了した時点で速やかに破棄すること。なお、提案を辞退した場合も同様とする。 

(５)情報の管理 

・企画提案書及び提案見積書等の提案書類作成時において入手した本市独自の情報、個人情

報は適正に管理し情報漏えい、不正使用を行わないこと。 

 

12．問合せ・提出先 

・担当部署  小山市教育委員会事務局こども未来部こども教育課教育研究所 

・担 当 者  知久 

・所 在 地  〒３２３－８６８６ 小山市中央町 1丁目１番１号 

・連 絡 先    電話：０２８５－２２－９６８８ 

          電子メール：d-kyoken アットマーク city.oyama.tochigi.jp 

          （※アットマークは、@に読み替えてください。） 

 

 

以上 


